もく だう 

犬 養 木 堂の 硯の話 は、 あの人の 外交 談ゃ 政治 談ょリ 

はずつ と 有益 だ。 その 硯に ついては 面白い 話が ある。 

徳 川の 末期に 鶴 笑 道 人と いふ 印刻 家が あった。 硯の 

善い の を 沢山 持ち合せて ゐ たが、 その 一 つに 蓋に 

大雅 堂の 筆で 「天然 研」 と 書いた のがあった。 阿波の 

殿様が それ を 見て、 自分の 秘蔵の 研 七 枚まで も 出す 

はなし 

から、 取り 替ては 呉れまい かとの 談話が あつたが、 鶴 

笑 はな か/ \諾 と は 言はなかった。 

呉れぬ 物が 猶ほ 欲しくな るの は、 殿様 や 子供の 持つ 

て 生れた 性分で、 阿波の 殿様 は、 望みと あらば 何でも 

呉れて やらう から、 達て 「天然 研」 を 譲って 貰 ひたい 



と 執念く 持ち かけて 来た。 鶴 笑 は 一 寸顔を 顰めた。 

「ぢゃ 仕方が無い、 阿波の 国 半分 だけ 戴く 事に しませ 

うご 

と 切り出した。 鶴 笑の 積り では それでも 大分 見切った 

ま をし で さ 

上の 申出ら しかった。 何故と いって 阿波の 国 は 半分 割 

いた 処で、 別段 差 支 もなかつ たが、 硯 だけ は 半分に 割 

つて は 何う する 事 も 出来なかった。 あの 内閣 や 政党 を 

こま まう. 

毀す 事の 大好きな 木 堂で すら 「鋒」 とやら を 見る ため 

に は、 硝酸銀で 硯を 焼かなければ ならぬ、 そんな 勿体 

ない 事が 出来る もの ぢ やない といって ゐる位 だから。 

だが 勘定高い 殿様 は それ を 聞く と、 
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